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『「空のみなと」のインフラ学 未来の空港・航空システムを語る』（共編著、成山堂
書店、2023）など
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航空・空港の役割
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• 航空は， 旅客・貨物を高速で運ぶ  
• 広域交流，国際化(Globalization)に貢献 

• 空港は，航空輸送のための重要なターミナル施設 
• 国内外への玄関 

• 特に，日本は海に囲まれているため，航空・空港の役割大きい



世界の空港ランキング（旅客数） 2023
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出典：（株）日本空港コンサルタンツ 
データ： Airports Council International

＜競合の東アジア＞ 
広州　12位（31位以下） 
シンガポール　17位（22位） 
ソウル ICN　20位（30位以下） 
上海 PVG　21位（30位以下） 
北京　23位（9位） 
深圳　24位（31位以下） 
バンコク BKK　26位（16位）

羽田　5位（4位）　 
成田　68位（23位） 
　　　　※（　）は2006年

那覇

https://aci.aero/


世界の空港ランキング（貨物量，発着数） 2023
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出典：（株）日本空港コンサルタンツ 
データ： Airports Council International

那覇
那覇

https://aci.aero/


アメリカの巨大空港
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アトランタ空港　旅客数 1位 
敷地面積　1,902ha 
滑走路５本（最長3,624m） 

すべて平行に配置

シカゴ空港　旅客数 9位 
敷地面積　3,087ha 
滑走路８本（最長3,962m） 

地図：GoogleMap

羽田空港 
敷地面積　1,515ha 
滑走路４本（最長3,360m） 

成田空港 
敷地面積　1198ha（+1099ha） 
滑走路２（＋１）本 
（最長4,000m）



東アジアの空港整備計画
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出典：成田国際空港資料「成田空港の更なる機能強化に関する 課題等の整理について」



将来の航空需要
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出典：日本航空機開発協会「民間航空機に関する市場予測 2024-2043」

• グローバリゼーション・ボーダレス化が進み，航空需
要はますます伸びる 

• LCCの台頭も航空需要を爆発的に押し上げ 

• とくに，アジア・太平洋地区の伸びが顕著 

• 中国などの経済成長が後押し 

• 日本では，観光立国政策が航空需要を押し上げ 

• パンデミックから回復
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空港と地域
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• 空港は，地域発展に寄与 
• 人・物・情報の交流は，地域経済を活性化 

• 積み換え時に加工や仕分け等の手を加えれば効率的・経済的　 
　→　工場，配送センターの立地促進 

• Best Practice・・・シンガポール

 

  



シンガポールの国家戦略　チャンギ国際空港
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• 持続可能な経済成長のための国家ブランディングとハブ機能の確立 
• 先行投資 

• 経済成長を阻害しないよう、常に需要の数歩先を行くキャパシティを維持 
• 連結性の強化 

• 航空自由化（オープンスカイ協定）を進めて寄港便数を最大化 
• 航空事業（シンガポール航空）とのシナジーにより世界から旅客需要を呼び寄せる 

• 経緯 
• 1970〜　チャンギに国際空港整備を決定 
• 1980〜　ハブ機能を担うべく２本の滑走路で開港 
• 1990〜　需要を先取りして，滑走路・ターミナルを拡張 
• 2010〜　目的地としての空港，物流・ＭＲＯ機能の強化による地域経済の牽引



エアポートシティ構想　SORATO NRT（空都 成田）

13

• 成田空港地域共生・共栄会議 2009〜（地域共生委員会から発展） 
• 成田問題解決から地域共生へ 
• 地域住民，国，千葉県，９市町，成田国際空港会社等で組織 

• Narita Airport Design Center(NADC) 2025〜 
• 構成員：千葉県，成田国際空港会社＋地域などの協力 
• 構想・計画策定，計画推進，施策展開
第
２
の
開
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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• 羽田空港の事例 

• 海上を埋立，４本の滑走路で運用 

• すでに離着陸容量が不足　→さらに増強が不可欠 

• オープンパラレル3,500m以上の増設を視野にすべき 

• 旅客貨物ターミナル・駐機場・整備場の増設，再配置 
 
　→つまり用地拡張が不可欠 
　　（再配置・耐震対策の種地としても） 
　 
ただし，陸域・海域・空域の使い方をあわせて検討しないと，
大幅な増強は見込めない

空港と周辺地域

地図：GoogleMap

航路

都心 
高層ビル

工業地帯

市街地

市街地

コンテナ 
ターミナル

河川

東京湾 
アクアライン



空港周辺　上空の航空路輻輳
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転載：国交省資料「首都圏空港の機能強化策について」2013 参考：琉球新報Web  2020.4.6

高度360m

那覇空港

米軍機がいる場合

米軍機がいない場合
嘉手納基地

普天間基地

那覇港
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空港・
ヘリポート・
自衛隊飛行場
の分布

東日本大震災	
主な航空機の動き	
3月11日～14日

巡航速度　200km/h

給油なしで被災地と
空港間を2往復可能

3/11夕

3/12朝

3/11～

出典）轟朝幸/引頭雄一【編著】 2018



運航者別　着陸回数（花巻空港）

震災直後より，	
消防・防災ヘリ，	

自衛隊機の着陸が多い	

16日より	

航空会社の臨時便が開始

17

天
候
不
良

出典）轟朝幸/引頭雄一【編著】 2018



災害時の空港機能
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• 日常機能の継続　→　社会経済活動に影響を及ばさないために 
• 航空機の離発着 
• 旅客の乗降・滞留，貨物の荷役 

• 特別な機能　→　被害を広げず，機能を確保するために 

• 旅客・従業員などの避難 
• 帰宅困難者の滞留＋地域住民の避難所 
• 救助救援の活動拠点 

• 航空の機動力を遺憾なく発揮 
• 他交通機関の代替

時間

サービスレベル

発災

救助救援	
活動

他交通	
代替機能

避難	
滞留者対応

空港BCP
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空港大規模化の効果
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• なぜ，空港は大規模化するのか？ 
• 航空会社は，「集積の経済」　Hub premiumを追求して路線集約（経営効率） 
• 地上交通ネットワーク（高速鉄道など）とも連携して集客 

• 各国・都市が競って「大規模空港」を整備 
• 地域は，ヒト・モノ・カネの交流で地域経済を活性化

Hub and Spoke System 



空港アクセスの動向
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• 鉄道アクセスの高規格化 
• 航空機に代わる中短距離移動手段として、空港と高速鉄道（新幹線クラス）の直結が加速 

• ドイツ（フランクフルト）やフランス（パリCDG）など、環境負荷低減のため「短距離空路から
鉄道へ」 

• 中国や東南アジア（バンコク、ジャカルタ等）など、都市中心部と20〜30分以内で結ぶ高速鉄道 
• 新技術の活用 

• ターミナル間や空港周辺施設を結ぶ移動手段として、APM（自動旅客輸送システム）を導入 
• ロサンゼルスなどで、慢性的な渋滞を避けるための自動運転モノレールやシャトルを新設 
• 成田や羽田など、ターミナル再編に合わせた自動運転バスやパーソナルモビリティの実証・導入 

• 空飛ぶクルマ (eVTOL) 
• 大阪・関西万博を契機に、次世代の空港アクセスとして空飛ぶクルマの商用運航に向けた離着陸
場（バーティポート）を整備 

• 空港外チェックインとMaaSの進展 
• 「空港に行く前から旅が始まる」仕組みづくり 
• 鉄道駅や市中ホテルで荷物を預け、そのまま目的地の空港で受け取る「オフエアポート・チェックイン」 
• デジタル統合: 航空券と鉄道・バス・シェアサイクルを一つのアプリで予約・決済できるMaaS

（Mobility as a Service）の導入により、乗り継ぎのストレス軽減

転載：日本航空Web

チャンギ空港スカイトレイン（シンガポール）
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ビジネスジェット (BJ)利用の国際比較

23

ビジネス航空の普及に向けた 
取り組みが進む一方で

欧米諸国と比較して 普及の 
実態には大きな差

轟 朝幸，熊澤 将之，兵頭 知，稲垣 具志：わが国におけるビジネス航空の特性分
析－国際比較を通じてー，土木計画学研究・講演集，No.10-3，2021．

米国：約２１２万回

アジア太平洋地域のビジネス
ジェット市場は依然として小さい

日本

全世界の BJ 出発機数比較（２０１９）



BJの使い方（ヒアリング調査より）
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✓年齢層：20代後半～ 
✓利用者：フラクショナルオーナーまたは単独利用 
✓目的：レジャー•ビジネスなど様々
✓定期便の不便さやリスクをなくしたいという意識

【フラクショナルオーナーシップ】 

✓機体を複数人で共同保有 
✓会員制で50～２００時間/年で利用可

欠航

   空港とのアクセス・イグレス	 待ち時間	 保安検査 欠航の心配 テロ 感染症

定期便 リスク

出発数分前に機体の傍に 
車をつける

身分証と荷物の数を 
確認

すぐに 
出発

• お金をかけてでも利便性を高めてリスクをなくしたい人々が利用 
• 「使いたいときに確実にすぐに使える」移動手段として認識

ビジネス航空の優位性✓タクシーのように利用（ハイヤーの感覚）



BJのフライトの使われ方
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ODの都市ペア別のフライト数と機体カテゴリ 
（往復合計で１万フライトを超えるもの，２０２２）

✓都市間移動 
６００ｋｍ未満（短・中距離）

✓都市圏内移動 
ニューヨーク・ロサンゼルス

✓フライト数が２万を超える都市ペア 
Large Jetの割合が大きい

✓そのほかの都市ペア 
使用機体の割合は異なる

• 航続距離と運航路線に応じて機体の使い分けに傾向あり 
• 特にフライト数が多い都市間は多種多様な機体が運航

0 5000	 10000	 15000	 20000	 25000	 30000	

フライト数

Los Angeles - Las Vegas	
約3 8 0 ㎞

New York - New York

New York - Boston	
約3１0㎞

Los Angeles - Phoenix	
約５９0㎞

Los Angeles - Los Angeles

O
Dの

都
市

ペ
ア

Los Angeles - San Francisco	
約５４0㎞  

Large Jet 

Medium Jet

Small Jet

Propellor

大都市圏が中心
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Seaplane　水上飛行機
バンクーバー，カナダ

モルディブ
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空飛ぶクルマ，ドローン
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• 空の移動革命 
• 空の産業革命 出典：EXPO2025 Web

出典：経済産業省「次世代モビリティ」Web

https://www.youtube.com/watch?v=7-G_C4DTWXQ
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EXPO Virti Port



世界各国でAAM（次世代空モビリティ）の開発が進んでいる
特にVTOL（Vertical Take-Off and Landing aircraft，垂直離着陸機)が注目され，
日本でも電気を動力とした空飛ぶクルマ（eVTOL）の導入検討が活発化

離島地域の人的流動におけるVTOLの利用意向を調査し，利用率やその要因を分析
離島地域の利用者ニーズを明らかにする 

島嶼地域での空クルの活用可能性 30

・固定翼
・高速・長距離の飛行が可能
・垂直離着陸が可能

出典：SLTホームページ

出典：経済産業省　Advanced Air Mobility in JAPAN 2021

観光地・エンタメ
大阪・関西万博で飛行予定

都市部

離島

荷物輸送 2地点間輸送空港アクセス

医療

日本では都市部での利用のほかに
離島地域での利用も想定されている.

⇓
離島地域での利用に着目

×

×

・マルチコプター
・垂直離着陸が可能

出典：SkyDriveホームページ

離島地域では固定翼型のVTOLが適している



空クルと既存交通手段との選択

1．那覇⇔伊平屋島
移動は多いが，航空路線が無いルート
⛴：96km
沖縄県民 4,071人
県外来訪者 2,600人

5．宮古島⇔与那国島
旅客機で直接移動できないルート
✈,✈：234km
沖縄県民 37人
県外来訪者 91人

2．那覇⇔西表島
県外訪問者の移動が多いルート
✈,⛴：439km
沖縄県民 3,109人
県外来訪者 4,927人

4．石垣島⇔西表島⇔波照間島
周遊の移動が最も多いルート
⛴,⛴：110km
沖縄県民　　   　518人
県外来訪者 2,116人

移動ルート名
✈ VTOLの利点は少ない⛴ 那覇⇔伊平屋島

✈ ,✈ 那覇⇔多良間島
宮古島⇔与那国島⛴,⛴ 石垣島⇔西表島⇔波照間島

✈ ,⛴ 那覇⇔西表島
100km未満 那覇⇔伊平屋島
100km 石垣島⇔西表島⇔波照間島
200km 宮古島⇔与那国島
300km 那覇⇔多良間島
400km 那覇⇔西表島

那覇⇔伊平屋島
那覇⇔西表島
那覇⇔多良間島
宮古島⇔与那国島

石垣島⇔西表島⇔波照間島3島以上の周遊

既存交通
の

交通手段

移動距離

項目

2島間の移動

3．那覇⇔多良間島
県民の移動が多いルート
✈,✈：345km
沖縄県民 2,072人
県外来訪者 　 272人



選択率の分析結果

　目的(ビジネス・観光)別に既存交通とのサービス差を変動させて分析
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【運賃の変動】

ビジネス目的

観光目的

【便数の変動】
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西表島

沖縄本島沖縄本島⇔西表島
１か月間に7,902人が移動

VTOLを導入した場合

\100,000の金額差
1,466人/月～2,023人/月

\20,000の金額差
2,229人/月～3,249人/月



宇宙旅行
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• スペースシップの開発が急展開 
• 宇宙旅行の予約開始

参考：宙畑Webをもとに作図

出典：クラブツーリズムWeb

出典：HIS Web
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宇宙への入口

スペースポートとは・・・ 
●地球と宇宙を行き来するための拠点 ≒ 宇宙版空港 
●地球と宇宙をつなぐインフラ施設 
●民間企業が宇宙産業へ参入しやすくなる 

日本において整備があまり進んでいない 
●北海道大樹町・大分空港・下地島空港等が整備・計画中 
●発展・需要拡大に向け更に整備を進める必要がある 

引用：スペースポートジャパン 
        「スペースポートシティ構想図」

宇宙産業・関連産業の発展には、拠点となるスペースポートの整備が必要

開発に向け、どのような要素が求められるかを明確にする必要



スペースポート構想
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出典：スペースポートジャパンWeb

出典：クラブツーリズムWeb
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�12

空港ゾーン

ＮＡＲＩＴＡ空港圏青年交流会
（有志の会 2020）



空港と地域　—未来を切り拓くために—
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• 夢を語り合う 
• 実現に向けた地域の情熱 
• 戦略と行動 
• 先行投資とマーケティング 

AIを超える未来を！
生成AIが描く那覇空港の未来


